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方
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広
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と
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く
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今
日
は
校
庭
開
放
の
日
だ
っ

令
和
三
年
○
月
○
日

理
想
　
花
子

た
の
で
、放
課
後
に
ゆ
み
さ
ん
と

遊
び
ま
し
た
。と
き
ど
き
先
生
を

よ
ぶ
学
校
の
放
送
が
聞
こ
え
て

き
ま
し
た
。最
初
は
ボ
ー
ル
投
げ

を
し
ま
し
た
。上
手
に
放
物
線
を

描
く
よ
う
に
放
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、人
が
ふ
え
た
の
で
、

み
ん
な
で
ど
ろ
け
い
を
し
て
遊

び
ま
し
た
。泥
棒
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、さ
き
さ
ん
に
解
放

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。最
後
に
捕

ま
え
た
バ
ッ
タ
を
放
し
て
帰
り

ま
し
た
。夕
食
の
焼
き
肉
食
べ
放

題
が
楽
し
み
で
す
。

学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢字を読むこと。また、当該学年の前の学
年までに配当されている漢字を書き、文や文章の中で使うとともに、当該学年に配当されてい
る漢字を漸次書き、文や文章の中で使うことができる。

レイアウトの例

A‥‥漢字の基本情報が適切に書かれ、記事において、その漢字を使った言葉の意味を全て適切
に用いて表現できている。

B‥‥漢字の基本情報が適切に書かれ、記事において、その漢字を使った言葉の意味を概ね適切
に用いて表現できている。

C‥‥漢字の基本情報が適切に書けていない。または記事において、その漢字を使った言葉の意
味を適切に用いて表現できていない。

①紹介する漢字を選ぶ������10分
②漢字辞典などを使って調べる

�������10分
③記事を書く�����������15分
④友達と読み合う� �������10分

漢字は表意文字で、部首、成り立ちなど様々な情報が含まれています。
漢字を調べて友達に伝えるはがき新聞をつくりましょう。

漢字のはがき新聞を書いてみよう

時間配分
（目安)

漢字の興味を広げるために、くすっと笑えるよ
うな記事を書くよう指導すると良いでしょう。

この漢字新聞でゴールではなく、漢字新聞で
漢字についての興味をもたせ、主体的な漢字
学習のスタートになるようにしたい。

学びを広げるポイント

教材の対象�▶�小学4年生�国語〈先生向け〉

指導のねらい

評価の例



漢字は表意文字で、部首、成り立ちなど様々な情報が含まれています。
漢字を調べて友達に伝えるはがき新聞をつくりましょう。

漢字のはがき新聞を書いてみよう
教材の対象 ▶ 小学4年生 国語〈児童向け〉

紹介する漢字を選びましょう。

レイアウトの例を参考に、新聞の大
まかなレイアウトを決めましょう。

新聞のタイトルを決めましょう。「発
行者」の四角の中に日付と名前を書
きましょう。

新聞の例文などの記事を書きましょ
う。文章で伝えづらいところはイラ
ストで表してみましょう。

話の内容を変えるときは「見出し」
をつけましょう。

新聞のタイトルやイラストに絵を書
きましょう。

友達と交流してよいところを褒め合
いましょう。

漢字の基本情報（部首、画数、
読み〈訓読み・音読み〉）を調
べて書きましょう。

レイアウトの例

漢字の成り立ちや記事を書きましょう。成り
立ちは辞書に載っていない場合は無理をしな
くても構いません。記事は想像して自由に楽
しく書きましょう。その漢字を使った言葉は
線を引いてわかりやすくしましょう。

漢字辞典などを使って、読み方や部
首、画数、なりたち（どのようにし
て漢字ができたか）などを書きましょ
う。漢字辞典があれば一番いいです
が、国語辞典も参考になります。

鉛筆、消しゴム、色鉛筆、水性ペ
ン、定規、漢字辞典、国語辞典

準備するもの1

2

3

4

5

6

7

8

書き方のポイント
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はがき新聞のつくり方


